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源泉控除対象配偶者の有無等

源泉控除対象配偶者

控除対象扶養親族の数

分 公的年金等の源泉徴収票

社会保険料の額

千 円

千 円

千 円

千 円

千 円

千 円

千 円

千 円

所得税法第２０３条の３第４号適用分

所得税法第２０３条の３第３号適用分

所得税法第２０３条の３第２号適用分

所得税法第２０３条の３第１号適用分

非居住者で

ある親族の数

特別 その他

障害者の数

１６歳未満の

扶養親族の数

その他老人特定老人控除対象配偶者無有その他の障害者特別障害者 寡婦寡夫特別寡婦

本 人

区

分

氏名

フリガナ

１

２

区

分

氏名

フリガナ

区

分

氏名

フリガナ

１

２

区

分

氏名

フリガナ

〒１０２－８０８２ 東京都千代田区九段南１－１－１０ 九段合同庁舎

国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会

２０１０００５００２５５９

支 払 金 額 源 泉 徴 収 税 額区 分

名 称

所 在 地

法 人 番 号

支 払 者

（摘要）

者

氏名

氏名

区

分

フリガナ

１６歳未満の扶養親族控除対象扶養親族

年 月 日

平成昭和大正明治

生年月日

（受給者番号）

フリガナ

居所

又は

住所

ける

を受

支払

2 3 12 5

2 2 8 0 68 8 6 7 5 7

*
ネンキン　ハナコ

質問 2

質問 3

質問 4

「公的年金等の源泉徴収票」の送付について 「源泉徴収票」に関するよくある質問

退職共済(老齢厚生)年金等を受給されている方へ 源泉徴収票に記載された支払金額はいつからいつまでに支払われたものですか。

源泉徴収票を紛失してしまいましたが、再発行してもらえるのですか。

「社会保険料の額」欄の社会保険料とは具体的にどういうものですか。
え答 住所地の市区町村からの徴収依頼に基づき年金から控除された「介護保険料」、「後期高
齢者医療保険料」および「国民健康保険料」の年間徴収額です。

令和元年分

※遺族や障害の年金を受給されている方は非課税のためお送りしていません

　退職共済年金、老齢厚生年金、退職年金など、「退職」または「老齢」を給付事由
とする年金を受給されている方

源泉徴収票が届く方

ホーム 年金 よくある質問Q&A 年金一般Q&A 年金の税金について

　令和元年中に当会年金部がお支払いした年金の「支払金額」や「源泉徴収税額」を記載した
「令和元年分 公的年金等の源泉徴収票」（以下、「源泉徴収票」といいます。）を、
令和2年1月14日（火）から20日（月）にかけて圧着式の「はがき」で順次発送します。
※源泉徴収票がお手元に届くまで10日程度お待ちください。
この源泉徴収票は、年金の支払金額（源泉徴収税額を含みます。）の証明書類として必要となる

場合などがありますので、大切に保管してください。

※ 源泉徴収票の発送後は、電話が大変混み合います。ＫＫＲホームページに「源泉徴収票」
に関するQ＆Aを掲載していますので、こちらもご覧ください。

事由とする年金を受給されている方

1234＊＊＊＊＊＊ 令和元年の10月に提出した「扶養親族等申告書」と扶養親族の人数などの申告内容が
異なっているのはどうしてですか。

　平成３１年２月の定期支給期分から令和元年12月の定期支給期分までの支払金額とな
ります。また、令和元年の途中から年金の支給が開始となった方は、その開始となった月
から令和元年12月の定期支給期分までの支払金額となります。

え答

え答 源泉徴収票を紛失された場合は、各種通知書等の「自動受付サービス」において令和元
年分の源泉徴収票の再発行ができます。
（「自動受付サービス」専用電話 03-5212-2243 ご利用は４頁をご覧ください。）
また、KKRホームページからダウンロードした源泉徴収票交付（再交付）申請書の郵送

での受付も可能ですのでご利用ください。
なお、過去５年分について再発行可能です。この場合は電話や源泉徴収票交付（再交付）
申請書でご依頼ください。
※当会年金部に登録されているご本人様以外の住所に送付することはできません。

え答 令和元年分「公的年金等の源泉徴収票」は、一昨年の平成３０年１０月にご提出された
「扶養親族等申告書」の申告内容に基づき作成しています。

質問 1

「支払金額」欄及び「源泉徴収税額」欄の区分について

法第203条の3

第1号適用分

法第203条の3

第2号適用分

法第203条の3

第3号適用分

「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」

を連合会に提出された方（注）

「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」

を連合会に提出された方

年金」の両方を受給されている方（注）

「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」

要しない方

のうち、国民年金法

による老齢（障害）基礎年金と、「退職共済

法第203条の3

第4号適用分

退職年金（退職等年金給付）、経過的職域

を連合会に提出されていない方、又は提出を

給者で、「公的年金等の受給者の扶養親族等

加算額（退職共済年金）、老齢厚生年金の受

申告書」を連合会に提出された方

■　確定申告手続きの簡素化について
令和元年中の公的年金等の収入金額が400万円以下であり、かつ、その公的年金等の全部が
源泉徴収の対象となる場合において、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額(注）が２０万円以
下であるときは、所得税および復興特別所得税の確定申告は必要ありません。
（注）利子所得、配当所得、不動産所得、事業所得、給与所得、山林所得、譲渡所得、一時所得および公的年金等に係る雑所得
以外の雑所得の金額の合計額をいいます。

■　還付申告により所得税が還付される場合について
　確定申告の必要がない場合でも、年金から所得税が徴収されている次のような方は、確定申告
（還付申告）により所得税が還付される場合があります。

○ 医療費控除、生命保険料控除、雑損控除などの所得控除や、住宅借入金等特別控除を受けられる方
○ 社会保険料の額（介護保険料など）を普通徴収により個人で納付された方

＜国税庁からのお願い＞
　確定申告（還付申告）をされる場合は、ご自宅のパソコンから「確定申告書等作成コーナー」を是非ご
利用ください。なお、お分かりにならない点がありましたら最寄りの税務署にお問合せください。
最寄りの税務署の電話番号は国税庁ホームページでご確認ください。

確定申告について

（受給者番号）は基礎年金番号
を表示しています。

●源泉徴収票の区分について
法第203条の3第1号適用分 法第203条の3第2号または第3号に該当しない方

法第203条の3第2号適用分 退職共済年金と老齢（障害）基礎年金の両方を受給されている方

法第203条の3第3号適用分

法第203条の3第4号適用分 「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」を連合会に提出されていない方、または提出を要し
ない方

年金から「個人住民税」が特別徴収されている方へ
　個人住民税は、介護保険料などの社会保険料と異なり、所得税の控除対象とならないため、源泉徴収票に記載しておりません。

「公的年金等の受給者の
扶養親族等申告書」を連
合会に提出された方 退職年金（退職等年金給付）、経過的職域加算額（退職共済年金）、老齢

厚生年金を受給されている方




